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地質調査結果資料 



図 若草集会所ボーリング位置平面図



No.1 ボーリング位置

2.35m

0.35m

図 No.1平面図 写真 集会所の角からの距離

写真 電柱からの距離測定状況 写真 電柱からの距離



No.2 ボーリング位置

図 No.2平面図 写真 鉄棒正面の角からの距離測定状況

2.55m

1.75m

写真 電柱からの距離測定状況 写真 KBM(マンホール)からの距離測定状況



水準測量

写真 KBM1

写真 水準測量状況

表 水準測量結果



土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）
調 査 名 若草集会所更新プロジェクト 地質調査

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象 建築 構造物基礎

ボ―リング 名 No.1 調査位置 広島市東区若草町 北 緯

発 注 機 関 広島市市民局市民活動推進課 調査期間 2023年  9月 14日 ～ 2023年  9月 22日 東 経
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表層は0.05mまでコンクリート。細砂主
体である。φ2～10mm程度の角礫を全体
的に含む。

均一なシルトである。含水は中位で粘
性は高い。細砂を混入する。

細砂主体である。均一なシルトが混じ
る。

3.5～5.0m付近、中～粗砂主体である。

7.5～8.0ｍ付近、貝殻片を多く混入す
る。7.5m以深、シルト分が多くなる。

均一なシルトである。含水は中位で粘
性は強い。細砂を含む。全体的に貝殻
片を少量混入する。

細砂主体である。均一なシルトを含
む。全体的に貝殻片を含む。

均一なシルトである。

含水は中位で粘性は高い。

全体的に貝殻片を含む。

22.0m以深、貝殻片が少なくなる。
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22.0m以深、貝殻片が少なくなる。

均質な砂である。全体的にφ2mm程度の
角礫を含む。

均一なシルトである。植物片を含む。

均質な砂である。φ2～5mm程度の角礫
が少量混入する。

細砂主体の均一な締まった砂である。
均一なシルトが混じる。

均一なシルトである。植物片を含む。

均質な砂である。φ2～5mm程度の角礫
を含む。

均一なシルトである。植物片を含
む。。

均一なシルトである。含水と粘性は中
位。細砂を含む。

細～中砂主体である。

有機質シルトである。

細～中砂主体である。

均一な粘土である。含水は中位で粘性
は強い。φ2mm程度の角礫を混入する。

均質な砂である。φ2～5mm程度の角礫
を混入する。

37.8m付近、腐植物を混入する。38.0m
付近、シルト分が少なくなる。

均一な粘土である。含水は中位で粘性
は強い。

40.0m付近でφ2mm程度の角礫を含む。

均質な砂である。均一な粘土が混じ
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風化花崗岩である。

コアの状態は砂～礫状を呈する。
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る。
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土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）
調 査 名 若草集会所更新プロジェクト 地質調査

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象 建築 構造物基礎

ボ―リング 名 No.2 調査位置 広島市東区若草町 北 緯

発 注 機 関 広島市市民局市民活動推進課 調査期間 2023年  9月  5日 ～ 2023年  9月 21日 東 経
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る。

3.5～5.0m付近、中～粗砂主体となる。
4.5m以深、貝殻片を少量混入する。
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全体的に貝殻片を含む。
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22.0m以深、貝殻片が少なくなる。

均一なシルト。植物片を含む。

細砂主体。均一なシルトが混じる。

均一な粘土。含水は中位で粘性は強
い。細～中砂を含む。

細砂主体である。均一なシルトが混じ
る。

均一なシルトである。植物片を含む。

細砂主体の均一な締まった砂である。
均一なシルトが混じる。

均一なシルトである。植物片を含む。

細～中砂主体である。

均一なシルトである。植物片を含む。

細砂主体である。均一なシルトが混じ
る。

均質な砂である。φ2～5mm程度の角礫
を混入する。

均一なシルトである。植物片を含む。

細砂主体である。φ2～5mm程度の角礫
を混入する。

34.0m付近、φ2～30mm程度の礫を含
む。

均一なシルトである。植物片を含む。

均質な砂である。φ2～5mm程度の角礫
を含む。

均一な粘土である。細砂が混入する。

均質な砂である。φ2～5mm程度の角礫
を含む。37.3～38.0mは褐茶である。
38.0～38.8mは暗灰である。38.8～
39.25mは黒灰で有機質土を混入する。

39.0～42.0mは暗青灰である。

均一な粘土である。含水は中位で粘性
は強い。細～中砂を含む。

均一な砂である。均一な粘土が混じ
る。

風化花崗岩である。コア流出。
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